
◯ 航空レーザ測量データを用いて、河道及び氾濫原を概略的に測量
◯ 「流下型」「貯留型」「拡散型」の３種類の氾濫形態に分類することで、
　　計算の負担を軽減。

「小規模河川の氾濫推定図作成の手引き」の公表

◯ 令和元年東日本台風では、浸水想定区域図の作成が義務付けられていない小規模河川の氾濫により浸水被害が発生。
◯ 小規模河川では、氾濫計算に必要な河川横断データ等が計測されていない場合が多く、浸水が想定される範囲等の
　 計算に課題。
◯ これらの河川でも浸水が想定される範囲等を計算できるよう「中小河川の水害リスク評価に関する技術検討会」を開催
　　 し、検討結果を「小規模河川の氾濫推定図作成の手引き」としてとりまとめ（令和２年６月）。

＜背景・課題＞

◯ 令和元年東日本台風

では、浸水想定区域図
の作成が義務付けられ
ていない小規模河川の
氾濫により浸水被害が
発生。

＜手引きの概要＞

＜検討会の概要＞

■第１回検討会（令和２年１月7日）
　・簡易的な水害リスク評価手法の検討
　・都道府県アンケート結果の報告
■第２回検討会（令和２年３月２５日）
　・「小規模河川の簡易的な浸水想定図作成の手引き　

　　（仮称）」素案を提示 
■第３回検討会（令和２年５月２５日）
　・「小規模河川の氾濫推定図作成の手引き　
　　（仮称） 」案をとりまとめ

×
×

×

洪水予報河川や水位周知河川
以外の河川の氾濫により浸水
被害が発生しているエリア

出典：静岡大学防災総合センター牛山教授レポートより

阿武隈川水系阿武隈川洪水浸水想定区域図

凡例
×：人的被害箇所

１章　総説（目的、適用範囲等）
２章　氾濫推定図作成のフローと
　　　　　　　　　　本手引きの対象範囲


